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話襲轟
ホームページ　http：／／shimoawa．sakura．ne，jp　匡重要コ

下粟津町勢
（平成30年11月現在）（29年11月）

世帯数
町民数

567世帯（＋4）（563世帯）

1，968名（－14）（1，982名）

男子　927名（－3）（930名）

女子1，041名（－11）（1，052名）

下粟津町公民館　TEL44－31窄
アドレスsimoawazumachi＠tempo．ocn．ne．Jp

事務局受付時間
月曜日～金曜日午前9：00－午後1：00
月末土曜日　　午前9：00－午後4：00

（題字は町内会長）
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日
月
日
日
（
日
）
第
4
9
回
矢
田
野
校
下
駅

伝
継
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
薄
曇
り

の
晴
天
の
も
と
、
校
下
6
町
を
5
名
の
選
手

が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
力

走
し
ま
し
た
。

結
果
、
我
が
下
粟
津
チ
ー
ム
は
、
2
区
で
ト

ッ
プ
に
立
っ
た
後
、
後
続
を
グ
イ
グ
イ
引
き
離

し
、
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
そ
し
て

2
区
、
3
区
で
は
見
事
区
間
賞
を
取
り
ま
し

た
。
選
手
・
役
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

一
、
金
参
拾
萬
円
也

の
美
馬
会
の
皆
様
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町
内
会
会
長
　
谷
敷
　
敏
一

今
年
一
年
皆
様
方
に
は
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

二
月
は
五
六
豪
雪
以
来
の
大
雪
で
、
あ
ち
こ

ち
で
車
が
立
ち
往
生
し
、
家
屋
の
損
壊
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
ご
近
所
総
出
で
除
雪
作
業
を
さ

れ
て
い
る
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
七
月
の
豪
雨

で
は
消
防
車
に
出
動
し
て
頂
き
、
土
嚢
を
積
ん

で
浸
水
を
く
い
止
め
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

整
備
関
係
で
は
北
2
組
、
西
1
・
2
組
の
用

水
路
に
標
識
ポ
ー
ル
設
置
。
福
祉
会
舘
に
ゴ
ミ

か
ご
の
設
置
。
南
4
組
の
道
路
陥
没
改
修
。
以

上
が
完
了
し
ま
し
た
。

小
松
市
で
は
除
雪
機
を
購
入
す
る
町
内
に
七

〇
％
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
で
除
雪
機
を

五
〇
万
円
で
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
市
の
補
助

金
は
三
五
万
円
、
町
内
負
担
金
は
一
五
万
円
で
す
。

頭
無
堤
埋
め
立
て
問
題
は
、
十
二
月
協
定
締

結
、
一
一
〇
二
〇
年
六
月
着
工
、
二
〇
二
一
年
三

月
完
成
予
定
で
す
。
今
後
も
町
内
会
役
員
一
丸

と
な
っ
て
工
事
の
進
捗
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
今
年
も
三
月
の
校
下
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

に
始
ま
り
十
一
月
の
校
下
駅
伝
継
走
大
会
ま
で
、

台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
社
会
体
育
大
会

以
外
の
す
べ
て
の
校
下
・
町
内
の
公
民
館
行
事

を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
伝
統
三
大

行
事
で
あ
り
ま
す
町
民
大
運
動
会
・
仮
装
輪
踊

り
・
公
民
館
ま
つ
り
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
各
種

団
体
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事

開
催
で
き
た
事
を
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
公

民
館
の
最
大
の
目
的
で
あ
り
ま
す
町
内
の
活
性

化
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
た
の
で
は
な
い
が
と
安
堵
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
公
民
館
ま
つ
り
の

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
す
る
た
め
に
執
行
部

み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
ま
た
各
種
団
体
、

各
組
組
長
、
各
サ
ー
ク
ル
の
ご
理
解
、
ご
協
力

も
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
公
民
館
ま
つ
り
で
は
非
常
に
多

く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
館
内
・
館
外
ど
こ

も
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り
執
行
部
・
役
員
の
苦

労
が
報
わ
れ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
、
輝
寿
会
、

親
和
会
、
壮
年
会
、
子
供
会
、
女
性
部
、
各
組

組
長
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

来
年
以
降
も
町
民
の
皆
様
の
公
民
館
活
動
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

公
民
館
活
動
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
ま
し
て

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

公
民
館
長
　
岡
山
　
晃
宏

今
年
は
、
大
雪
に
始
ま
り
大
雨
、
台
風
、
猛

暑
、
地
震
と
例
年
に
も
増
し
て
自
然
災
害
の
怖

さ
を
感
じ
る
事
の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
不
安
な
生
活

を
送
ら
れ
た
こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
。

公
民
館
主
事
　
河
嶋
　
博
之

こ
の
一
年
、
公
民
館
活
動
に
於
い
て
町
民
の

皆
様
を
始
め
、
町
内
会
役
員
、
組
長
、
各
種
団

体
の
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
に
公

民
館
行
事
を
行
え
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
年
初
に
皆
様
に
お
伝
え
し
た
様
に
、

「
た
く
さ
ん
の
方
に
公
民
館
行
事
に
参
加
し
て

頂
き
、
ま
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
実
践
し
て
参
り
ま
し
た
。

六
月
の
町
民
大
運
動
会
で
は
、
第
四
十
回
大

会
と
い
う
節
目
の
開
催
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
内
会
長
に
お
願
い
を
し
て
、
特
別
に
予
算
を

出
し
て
頂
き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
の
景
品
を
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

九
月
の
秋
祭
り
は
、
日
中
の
準
備
段
階
で
雨

が
降
り
続
き
、
仮
装
輪
踊
り
大
会
の
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
始
ま
る
直
前
に
は
皆
様
の

思
い
が
通
じ
た
の
か
、
幸
い
に
も
雨
が
止
み
、

無
事
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
十
一
月
に
は
、
公
民
館
行
事
、
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
我
々
今
年
度
公
民
館
役

員
の
集
大
成
と
し
て
望
ん
だ
公
民
館
ま
つ
り
を
、

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
公
民
館
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
町
内
全
軒
に
配
付
し
「
皆
さ
ん
が
、
ど
の

様
な
事
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
と
い
う
声
を
聴

き
、
企
画
・
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
紙
面
に
は
書
き
き
れ
ま

せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、

ま
た
多
く
の
皆
様
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
、
年
初
に
掲
げ
た
目
標
を
概
ね
達

成
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
校
下
の
公
民
館
行
事
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
一
一
位
以
下
に
一
分
以
上
の
差
を
つ
け
て
、

タ
ン
ト
ツ
の
一
位
だ
っ
た
校
下
駅
伝
大
会
で
す
。

『
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
』
　
と
言
い

ま
す
が
、
選
手
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
最
後
の

公
民
館
行
事
を
気
持
ち
良
く
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
、
今
年

一
年
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

湯
下
八
幡
神
社
運
営
委
員
会
委
員
長

中
出
　
正
次

日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、
湯
下
八
幡
神

社
の
運
営
、
維
持
管
理
活
動
に
、
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
湯
下
八
幡
神
社
の
祭
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
春
祭
り
、
秋
祭
り
を
は
じ
め
と
し
て
、

諸
行
事
を
例
年
通
り
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が

出
来
、
残
す
は
平
成
三
十
一
年
元
旦
祭
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

秋
祭
り
の
旗
竿
は
、
近
隣
住
民
の
安
全
を
考

え
て
、
大
き
い
旗
竿
を
立
て
ず
、
小
さ
い
旗
竿

だ
け
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
祭
り
の
三
日

間
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
仮
装
輪
踊
り
が
執
り

行
わ
れ
、
獅
子
舞
や
子
供
神
輿
が
町
中
を
練
り

歩
き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
お
宮
さ
ん
、
氏
神
様
で
す
か
ら
」
と
支
え

て
下
さ
る
町
民
の
皆
様
の
思
い
が
、
社
を
守
る

私
達
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
の
お

世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
四
年
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
「
お
宮
さ
ん
」
　
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と

っ
て
大
き
な
喜
び
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
か

ら
の
ご
支
援
と
、
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ます。


